





























かにする。論文の構成については、課題 1 に対応するのは第 1、2、3 章である。



























































	 第 4 章では、戦後日本の美術教員養成について、主に教員免許制度と教員養成
現場の美術教員養成カリキュラムをもとに考察した。まず、戦後日本の教員養成
制度の改革について、アメリカによる影響のもと「開放制の教員養成」・「大学
における教員養成」の確立、教員養成機関の変化の側面から述べた。そして、戦
後の美術教育の変化について、美術教科の小中高等学校教育課程での位置付けと
教育内容の変化を整理した。次に、美術教員養成における制度的な関与について、
教員免許制度による教職課程の歴史変遷、特に中学校と高等学校美術教員免許状
の取得に関わる美術・工芸教科に関する科目の変遷を検討した。そして、教員養
成現場の美術教員養成の実施状況について、東京学芸大学の美術教員養成課程を
一例として、その美術専門教育の内容と変遷を整理した。また、第 3 章で提出し
た「教員養成における独自の美術教育の創出及び教育実践との連携」という課題
への対策について、日本の鳴門教育大学が教員養成に導入した「教育実践学を中
核とする教員養成コア・カリキュラム」について考察した。最後に、美術教員養
成における日中比較を行い、これまでの研究成果を踏まえて、美術教員養成にお
ける両国の共通点と相違点を考察した。その結果、まず制度面については、両国
の教員養成制度が美術教員として備えべき基礎的な資質の確保という点において
共通しているが、中国のほうが日本より関与度が高いとわかる。そして、小学校
教員の担任制度も両国の美術教員養成課程の設置に影響を及ぼしていたことを明
らかにした。次に、美術教員養成カリキュラムについては、中国の教員養成機関
における近年の改革が多様なカリキュラムモデル創出につながっていることや、
両国におけるカリキュラムの異なる傾向性を明らかにした。最後に、両国の美術
教員養成における工芸教育と絵画教育の歴史変遷から、中国における外国美術教
育や芸術文化の受容にもつ独自性について論じた。	 
本研究を通して明らかになったのは、日本の美術教員養成と異なる独自な展開
を行った、現代中国における美術教員養成が制度側および教員養成機関側で現れ
た傾向に関わる歴史的要因と課題である。それは、中国の「大学における教員養
成」の改革が進んでいく中で、美術教員養成領域が持つ独自性への把握、そして
アカデミズム志向への傾斜という課題の解決にとって一つの参考として貢献して
ゆくものになり得ると考えている。	 
	 
